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総
論
　
石
田
三
成
論�

谷
　
徹
也

は
じ
め
に

　

石
田
三
成
の
生
涯
を
描
い
た
研
究
書
と
し
て
は
、
渡
辺
世
祐
『
稿
本
石
田
三
成
』（
一
九
〇
七
年
）
と
、
人
物
叢
書
の
一
つ
と
し
て
出
さ

れ
た
今
井
林
太
郎
『
石
田
三
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
が
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
書
は
関
係
史
料

を
収
集
し
、
悪
者
や
佞
臣
と
い
っ
た
印
象
の
強
か
っ
た
三
成
の
汚
名
返
上
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
、
研
究
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意

味
合
い
を
持
つ
。
一
方
で
、
特
に
近
年
に
お
い
て
は
、
知
将
や
義
臣
と
い
っ
た
三
成
イ
メ
ー
ジ
が
浮
上
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
奸
臣
と
義
臣
と
い
う
二
つ
の
極
端
な
印
象
を
排
し
、
一
次
史
料
に
立
脚
し
て
客
観
的
な
評
価
を
与
え
よ
う
と
し
た
研
究
動
向

を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
太
田
浩
司
『
近
江
が
生
ん
だ
知
将 
石
田
三
成
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
と
中
野
等
『
石
田
三
成

伝
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
両
書
を
中
心
に
、
三
成
像
の
再
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
と
い
え
よ

う
。
両
書
を
得
た
現
在
に
お
い
て
、
本
稿
は
屋
上
屋
を
架
す
感
も
ぬ
ぐ
え
な
い
が
、
三
成
を
め
ぐ
る
見
解
を
整
理
す
る
こ
と
で
今
後
の
便

宜
を
図
る
と
と
も
に
、
三
成
に
関
し
て
検
討
す
べ
き
点
が
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
例
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
三
成
研
究
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て
総
括
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
史
料
や
事
例
に
つ
い
て
可
能

な
限
り
で
言
及
し
て
い
く
。
な
お
、
右
の
四
書
に
つ
い
て
は
、
何
度
も
引
用
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
記
述
箇
所
を
明
確
に
す
る
た
め
に

［
渡
辺
1
頁
］
の
よ
う
な
形
で
、
対
応
す
る
研
究
の
う
ち
で
最
も
早
く
に
そ
の
事
柄
に
言
及
し
た
部
分
を
示
し
た
い
。

一
、
石
田
三
成
の
人
物
像

　
　
（
１
）
三
成
の
身
辺

生
涯　

石
田
三
成
は
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
近
江
国
坂
田
郡
石
田
村
（
現
在
の
滋
賀
県
長
浜
市
石
田
町
）
に
生
ま
れ
た
。
石
田
家
は

当
地
に
所
在
し
た
青
蓮
院
門
跡
領
山
室
保
の
代
官
を
務
め
た
土
豪
で
、
戦
国
期
に
は
京
極
氏
や
浅
井
氏
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

［
渡
辺
2
頁
・
太
田
27
頁
］。
三
成
の
履
歴
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
本
論
文
集
に
は
第
1
部
Ⅰ
森
岡
榮
一
・
太
田
浩
司
「
石
田
三
成
の

生
涯
―
そ
の
出
自
と
業
績
―
」
と
Ⅱ
太
田
浩
司
「
戦
国
を
疾
走
し
た
秀
吉
奉
行
」
を
収
載
し
た
。
こ
れ
ら
は
一
九
九
九
年
と
翌
年
に
開
催

さ
れ
た
長
浜
城
歴
史
博
物
館
の
展
覧
会
図
録
に
収
録
さ
れ
た
解
説
文
で
あ
る
。
三
成
の
没
後
四
〇
〇
年
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
足
跡
を
史
料

か
ら
辿
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
た
両
展
覧
会
は
、
現
在
に
至
る
三
成
像
の
再
検
討
と
い
う
流
れ
の
起
点
に
位
置
す
る
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
詳
細
に
三
成
の
生
涯
を
知
る
た
め
に
は
、
前
掲
の
中
野
等
『
石
田
三
成
伝
』
を
避
け
て
通
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同

書
は
、
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
藤
井
讓
治
編
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
』（
思
文
閣
出
版
）
所
収
の
「
石
田
三
成
の
居
所
と
行

動
」
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
三
成
の
動
静
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
、
受
発
給
文
書
や
関
係
史
料
の
年
次
比
定
の
難
度
は
飛
躍
的
に

改
善
さ
れ
、
三
成
研
究
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、『
石
田
三
成
伝
』
は
引
用
史
料
に
現
代
語
訳
を
添
え
、
未
翻
刻

史
料
も
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
三
成
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
す
る
人
々
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
随
所
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に
先
行
研
究
へ
の
批
判
や
新
説
も
盛
り
込
ん
で
お
り
、
現
状
の
三
成
研
究
の
到
達
点
と
い
え
る
大
著
で
あ
る
。

名
前
と
花
押　

三
成
の
名
前
は
、
江
戸
時
代
か
ら
「
ミ
ツ
ナ
リ
」
と
「
カ
ズ
シ
ゲ
」
の
二
説
が
存
在
し
た
。
後
者
は
『
甲
子
夜
話
』
な
ど

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
話
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
自
筆
仮
名
消
息
は
存
在
が
確
認
で
き
ず
、
若
い
時
の
署
名
が
「
三
也
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
成
」
は
「
也
」
と
共
通
す
る
「
ナ
リ
」
と
読
む
の
が
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
渡
辺
11
頁
］。
ま
た
、「
三
」
の
方
は
と

い
う
と
、
三
成
か
ら
偏
諱
を
も
ら
っ
た
と
思
わ
れ
る
相
馬
三
胤
が
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
に
「
蜜
胤
」
と
改
名
し
て
い
る
（
１
）こ
と
が
注
目
さ
れ
、

こ
ち
ら
も
「
ミ
ツ
」
と
読
む
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
も
従
来
通
り
「
ミ
ツ
ナ
リ
」
を
名
前
の
読
み
と
考
え
た
い
。

　

で
は
、
実
名
を
「
三
也
」
か
ら
「
三
成
」
に
改
名
し
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。
今
井
氏
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
七
月
に
通
称

を
「
佐
吉
（
左
吉
）」
か
ら
「
治
部
少
輔
」
に
改
め
た
時
に
実
名
も
変
え
た
と
推
測
す
る
［
今
井
7
頁
］
が
、
天
正
十
三
年
以
前
の
段
階

で
「
三
成
」
の
署
名
が
確
認
で
き
る
と
す
る
太
田
氏
の
指
摘
［
太
田
46
頁
］
も
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

巻
末
の
石
田
三
成
発
給
文
書
目
録
稿
を
参
照
す
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
天
正
十
年
八
月
段
階
で
「
三
成
」
と
記
す
も
の
も
あ
れ
ば
、
天
正

十
三
年
九
月
段
階
で
も
「
三
也
」
と
の
署
名
が
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
あ
る
時
点
で
「
三
也
」
か
ら
「
三
成
」
に
切
り
替
え
た
わ
け
で

は
な
く
、
当
初
は
音
の
通
じ
る
「
也
」
と
「
成
」
を
併
用
し
て
お
り
、
天
正
十
三
年
下
旬
以
降
に
そ
れ
ら
を
「
三
成
」
に
統
一
し
た
と
考

え
る
の
が
現
状
で
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
（
２
）。
な
お
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
三
成
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

最
初
期
の
三
成
発
給
文
書
に
見
ら
れ
る
花
押
型
は
、
中
央
部
横
線
が
跳
ね
な
い
点
に
お
い
て
、
後
の
三
成
の
花
押
型
と
は
区
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
３
）。

よ
っ
て
、
前
者
を
Ｉ
ⅰ
型
と
し
、
後
者
を
Ｉ
ⅱ
型
と
す
る
。
Ｉ
ⅰ
型
の
終
見
は
（
天
正
十
一
年
）
六
月
二
十
八
日
付
の
書

状
で
あ
り
、
Ｉ
ⅱ
型
の
初
見
は
（
天
正
十
三
年
）
三
月
十
一
日
付
の
書
状
で
あ
る
。
こ
の
後
、
中
央
左
下
部
の
特
記
が
下
方
向
に
貫
通
す

る
と
い
う
細
部
変
化
が
生
じ
る
た
め
こ
れ
を
Ｉ
ⅱ
ａ
型
と
す
る
が
、
Ｉ
ⅱ
型
と
の
境
界
の
時
期
（
天
正
十
七
年
三
月
～
十
一
月
）
に
は
微
妙

な
例
が
数
点
見
ら
れ
、
Ｉ
ⅱ
ａ
型
が
支
配
的
に
な
っ
た
後
（
同
年
十
一
月
～
）
も
僅
か
な
が
ら
Ｉ
ⅱ
型
花
押
の
存
在
が
確
認
で
き
る
た
め
、

年
代
確
定
の
基
準
と
し
て
は
や
や
正
確
さ
を
欠
く
。

屋
敷　

豊
臣
秀
吉
が
政
権
の
拠
点
と
し
た
城
郭
は
、
大
坂
城
・
聚
楽
第
・
伏
見
城
の
三
つ
で
あ
る
。
秀
吉
に
近
侍
し
た
三
成
も
そ
れ
ら
の

付
近
に
お
い
て
屋
敷
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
茶
会
記
な
ど
に
は
京
都
や
大
坂
の
三
成
屋
敷
で
の
茶
会
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
正
十
四
年
五
月
十
五
日
に
は
大
坂
屋
敷
に
上
杉
景
勝
を
歓
待
し
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
五
月
晦
日
に
も

九
州
に
下
向
す
る
途
中
に
大
坂
屋
敷
で
猪
苗
代
兼
如
（
是
斎
重
鑑
）
ら
を
も
て
な
し
て
い
る
（
４
）。

　

右
の
大
坂
屋
敷
に
つ
い
て
、
櫻
井
成
廣
氏
は
、
本
屋
敷
を
大
坂
城
大
手
口
の
北
西
、
下
屋
敷
を
備
前
島
の
宇
喜
多
秀
家
邸
の
横
と
推
測

し
て
い
る
（
５
）。

し
か
し
、
そ
の
典
拠
は
後
世
の
聞
書
類
で
あ
り
、
当
時
の
史
料
か
ら
裏
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
一
次
史
料
で
は
、
①
『
西
笑

和
尚
文
案
』
八
六
号
（
慶
長
三
年
七
月
二
十
四
日
付
）
に
「
大
坂
に
て
残
り
候
屋
形
ハ
備
前
中
納
言
殿
（
宇
喜
多
秀
家
）・
増
右
（
増
田
長

盛
）・
石
治
（
石
田
三
成
）
ま
て
に
て
候
由
候
」
と
あ
り
、
②
『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
四
年
九
月
七
日
条
に
「
自
其
徳
僧
（
玄
以
）
者
又
被
赴

于
内
府
公
（
徳
川
家
康
）、
其
時
者
早
内
府
、
石
田
治
部
少
輔
殿
之
殿
ニ
出
御
也
」、
③
同
月
十
三
日
条
に
「
石
田
木
工
（
正
澄
）
殿
へ
行
、

内
府
公
十
二
日
ヨ
リ
出
御
風
説
之
故
也
、
其
子
細
者
、
石
田
治
部
殿
ハ
城
外
也
、
木
工
殿
者
城
内
成
故
也
」
と
あ
る
の
が
三
成
屋
敷
を
示

す
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

　

大
澤
研
一
氏
は
②
に
お
い
て
家
康
の
移
動
は
大
坂
城
の
二
ノ
丸
に
留
ま
っ
て
い
る
と
み
て
、
①
・
②
に
見
え
る
三
成
屋
敷
は
二
ノ
丸
内

に
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
（
６
）。

し
か
し
、
②
と
同
じ
建
物
を
指
す
と
思
わ
れ
る
③
の
記
述
か
ら
は
、
屋
敷
が
郭
外
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
こ
の
と
き
、
家
康
は
備
前
島
を
御
座
所
に
し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
（
７
）、

②
・
③
は
備
前
島
の
屋
敷
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

①
の
並
び
か
ら
は
、
宇
喜
多
邸
・
増
田
邸
の
付
近
に
三
成
屋
敷
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
、
こ
ち
ら
も
備
前
島
と
理
解
す
る
方
が
妥
当
に
思
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わ
れ
る
。

　

伏
見
の
三
成
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
木
幡
山
伏
見
城
（
伏
見
山
城
）
本
丸
の
西
に
あ
っ
た
「
治
部
少
丸
」
と
い
う
曲
輪
が
著
名
で
あ
る
。

ま
た
、
下
屋
敷
も
郭
外
の
南
部
に
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
８
）。
な
お
、
慶
長
三
年
五
月
の
大
雨
に
よ
っ
て
、「
石
治
南
の
石
か
け

（
石
垣
）」
が
崩
れ
て
お
り
、
矢
部
健
太
郎
氏
は
こ
う
し
た
脆
弱
性
か
ら
、
伏
見
城
は
権
威
の
象
徴
で
あ
り
、
戦
闘
を
想
定
し
た
城
で
は
な

か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
（
９
）。
た
だ
し
、
そ
の
構
造
か
ら
は
、
軍
事
的
要
素
も
多
分
に
う
か
が
い
う
る
。「
治
部
少
丸
」
は
元
和
五
年
（
一

六
一
九
）
の
伏
見
城
破
却
時
に
も
同
様
に
呼
ば
れ
て
お
り
、
石
垣
の
一
部
は
藤
堂
高
虎
に
下
げ
渡
さ
れ
た（（（
（

。

持
病
と
好
物　

当
時
の
衛
生
環
境
は
か
な
り
悪
か
っ
た
た
め
、
人
々
は
持
病
や
感
染
症
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
三
成
も
真
田
信
幸
宛

て
の
書
状
の
中
で
「
拙
者
煩
能
候
間
、
以
面
可
申
入
候
」「
拙
子
煩
之
事
、
は
や
す
き
候
、
よ
く
御
座
候
」「
煩
ゆ
へ
ニ
申
不
承
候
、
は
や

煩
も
よ
く
候（（（
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
度
々
体
調
不
良
に
陥
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
持
病
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
〔
史
料
１
〕「
富
岡
文
書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本

　
（
端
裏
書
）「
山（山
中
長
俊
）

城
州
と
の
へ　

石
（
三
成
）」

　
　
　
　

尚
々
彼
目
安
返
進
候
、
以
上

御
状
拝
見
申
候
、
仍
百
性
目
安
持
被
越
候
、
何
も
在
々
百
姓
之
訴
聞
届
、
我
等
へ
可
申
聞
候
旨
所
々
へ
奉
行
相
定
候
間
、
彼
奉
行
ニ

可
申
之
旨
被
仰
付
候
、
腹
中
気
ニ
候
て
ふ
せ
り
ゐ
候
間
不
具
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

十
七
日

　

こ
の
史
料
は
筑
前
・
筑
後
の
蔵
入
地
の
村
落
統
治
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
慶
長
三
年
七
月
か
ら
同
四
年
正
月
ま
で
の
間
に
発
給
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
状
で
問
い
合
わ
せ
を
し
て
き
た
山
中
長
俊
に
対
し
、「
腹
中
気
」
の
た
め
臥
せ
っ
て
お
り
、
意
を
尽
く
せ
な
い

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
上
杉
景
勝
が
三
成
に
宛
て
た
書
状
の
中
で
も
、「
御
腹
中
御
煩
由
候
、
無
申
迄
候
へ
共
、
御
養
生
可
被
申
候
」

と
あ
り（（（
（

、
三
成
の
持
病
は
腹
痛
だ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
な
お
、
三
成
は
奥
州
下
向
中
、
横
浜
一
庵
（
良
慶
）
が
柿
百
個
を
届
け

て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
「
拙
者
好
物
御
存
知
候
」
と
述
べ
て
感
謝
し
て
い
る
ほ
か
、
美
濃
の
長
谷
川
勝
五
郎
か
ら
も
音
信
で
枝
柿
を
送

ら
れ
て
い
る（（（
（

た
め
、
柿
が
好
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
時
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い

後
に
捕
縛
さ
れ
た
際
の
腹
痛
と
柿
に
関
す
る
逸
話
も
想
起
さ
れ
よ
う
。

墓
所
・
遺
骨
・
肖
像
画　

三
成
の
没
後
、
交
友
の
深
か
っ
た
大
徳
寺
の
春
屋
宗
園
は
三
玄
院
に
石
田
一
族
の
墓
を
建
て
、
三
成
に
「
江
東

院
正
岫
因
公
大
禅
定
門
」
の
法
名
を
付
け
、
三
回
忌
も
弔
っ
た
［
渡
辺
297
・
298
頁
］。
三
玄
院
は
天
正
十
四
年
に
三
成
や
浅
野
長
継
（
幸

長
）・
森
忠
政
ら
が
檀
越
と
な
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
い（（（
（

、
近
代
に
入
っ
て
龍
翔
院
な
ど
と
合
併
し
、
現
在
の
姿
と
な
っ
た
［
渡
辺
299
頁
］。

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
五
月
十
九
日
、
時
事
新
報
社
の
主
催
で
朝
吹
英
二
氏
・
渡
辺
世
祐
氏
ら
が
参
加
し
、
三
玄
院
の
三
成
墓
所

の
発
掘
が
行
わ
れ
た（（（
（

。
当
時
は
同
院
の
墓
地
は
荒
れ
果
て
て
お
り
、
三
成
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
石
塔
の
下
が
試
掘
さ
れ
た
。
午
前
九
時
半

に
始
ま
っ
た
調
査
に
お
い
て
、
渡
辺
氏
は
自
ら
穴
に
入
っ
て
発
掘
を
手
伝
っ
た
が
正
午
に
な
っ
て
も
見
つ
か
ら
ず
、
諦
め
か
け
た
と
こ
ろ
、

直
径
六
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
瓶
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
納
め
ら
れ
た
三
成
の
遺
骨
は
、
足
立
文
太
郎
氏
に
よ
っ
て
鑑
定
と
復
元
が
な
さ

れ
て
頭
蓋
骨
の
石
膏
模
型
が
作
成
さ
れ
、
遺
骨
本
体
は
十
月
二
十
日
に
改
葬
さ
れ
た
［
渡
辺
298
頁
挿
図
］。

　

足
立
氏
の
鑑
定
結
果
に
よ
る
と
、
三
成
は
女
性
に
近
い
細
面
な
顔
立
ち
で
、
才
槌
頭
と
反
歯
が
特
徴
だ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
特
徴
は
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
現
存
唯
一
の
肖
像
画
（
杉
山
家
蔵
）
と
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
と
き

作
成
さ
れ
た
石
膏
模
型
は
近
年
に
再
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
足
立
氏
の
調
査
結
果
を
基
に
、
長
安
周
一
氏
が

三
成
の
復
顔
像
を
作
成
し
、
そ
の
像
を
参
考
に
し
て
前
田
幹
雄
氏
に
よ
っ
て
肖
像
画
が
描
か
れ
た
。
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な
お
、
三
成
は
高
野
山
に
も
生
前
に
建
立
し
た
逆
修
の
石
塔
を
建
立
し
て
お
り
［
渡
辺
308
頁
］、
こ
ち
ら
も
現
存
し
て
い
る
。

　
　
（
２
）
三
成
の
家
族

父
・
正
継　

三
成
の
父
・
正
継
は
初
め
「
十
左
衛
門
尉
」
と
名
乗
っ
て
お
り
、
後
に
「
隠
岐
守
」
と
改
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
［
太

田
36
頁
］。
現
状
わ
か
る
範
囲
の
「
隠
岐
守
」
の
初
見
は
天
正
十
六
年
四
月
の
聚
楽
第
行
幸
へ
の
参
列
の
記
事
と
見
ら
れ
、
同
年
閏
五
月

二
十
六
日
に
堺
に
到
着
し
た
島
津
義
弘
ら
を
接
待
し
た
際
に
も
「
隠
岐
守
」
と
記
さ
れ
て
い
る（（（
（

。「
隠
岐
守
」
を
称
す
る
最
初
期
の
発
給

文
書
と
思
わ
れ
る
同
年
十
二
月
二
十
日
付
の
定
書
か
ら
は
、
三
成
に
代
わ
っ
て
堺
の
代
官
支
配
に
携
わ
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る（（（
（

が
、

そ
の
花
押
型
は
「
十
左
衛
門
尉
」
時
代
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
の
花
押
の
概
形
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

正
継
は
醒
ヶ
井
の
松
尾
寺
か
ら
六
十
巻
の
書
籍
を
借
り
受
け
、
三
成
に
も
見
せ
よ
う
と
し
た
が
機
会
が
な
く
返
却
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

教
養
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
［
渡
辺
327
頁
］、
そ
の
発
給
文
書
で
は
口
語
的
な
文
言
や
藍
印
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
個
性

的
な
人
物
と
見
ら
れ
て
い
る
［
太
田
38
頁
］。

　

妙
心
寺
の
寿
聖
院
は
三
成
が
正
継
の
た
め
に
建
立
し
、
慶
長
四
年
に
落
成
し
た
。
正
継
の
肖
像
画
と
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
九
月
付

の
伯
蒲
慧
稜
の
賛
が
現
存
し
て
お
り
［
渡
辺
304
頁
挿
図
］、
中
野
氏
は
落
成
以
前
か
ら
妙
心
寺
内
で
関
連
す
る
仏
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と

推
測
し
て
い
る
［
中
野
242
頁
］。
同
院
に
も
三
成
一
族
の
墓
が
あ
り
、
佐
和
山
落
城
の
九
月
十
七
日
に
は
法
会
が
行
わ
れ
て
い
る
［
渡
辺

305
頁
］
ほ
か
、
三
成
が
寄
進
し
た
狩
野
永
徳
の
屏
風
も
現
存
し
て
い
る
［
今
井
229
頁
］。

母
・
瑞
岳
院　

三
成
の
母
に
つ
い
て
は
、
意
外
に
も
多
く
の
関
係
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
法
華
寺
跡
（
現
在
の
滋
賀
県
木
之
本
町
古
橋
）

に
は
「
石
田
隠
岐
守
内
方
」
の
墓
が
あ
り
、
墓
碑
に
よ
る
と
文
禄
三
年
九
月
三
日
に
死
去
し
た
と
見
ら
れ
る（（（
（

。
こ
れ
は
、
三
成
の
兄
・
正

澄
が
母
の
死
を
悼
み
、
猪
苗
代
兼
如
が
和
歌
、
大
村
由
己
が
追
悼
文
、
藤
原
惺
窩
が
漢
詩
を
詠
ん
だ
「
文
禄
甲
午
之
秋
」
と
合
致
す
る（（（
（

。

ま
た
、
春
屋
宗
園
の
記
し
た
『
大
宝
円
鑑
国
師
一
黙
稿
』
の
肖
像
讃
に
よ
れ
ば
、
三
成
と
正
澄
が
そ
れ
ぞ
れ
瑞
岳
院
の
肖
像
画
を
作
成
し
、

そ
の
讃
を
春
園
に
求
め
て
い
る
が
、
後
者
に
は
「
文
禄
第
三
甲
午
小
春
上
澣
」
と
あ
り
、
同
年
十
月
上
旬
に
讃
文
が
書
か
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
さ
ら
に
、
同
書
の
香
語
に
よ
れ
ば
、
同
十
月
二
十
二
日
に
三
玄
院
で
葬
儀
が
営
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
正
継
像
の
画
讃
も
同
年
九

月
の
日
付
を
持
っ
て
お
り
、
中
野
氏
は
寿
聖
院
建
立
が
瑞
岳
院
の
死
と
関
連
し
た
も
の
と
見
て
い
る
［
中
野
242
頁
］。

　

三
成
は
佐
和
山
に
母
の
菩
提
寺
の
瑞
岳
寺
を
建
立
し
、
慶
長
四
年
に
宗
園
・
董
甫
紹
仲
・
江
月
宗
玩
を
招
い
て
、
九
月
二
十
二
日
に
七

回
忌
を
行
っ
た
。
宗
園
と
宗
玩
は
翌
年
に
帰
京
し
た
が
、
紹
仲
は
瑞
岳
寺
二
世
と
し
て
佐
和
山
に
留
ま
っ
た
［
渡
辺
301
頁
］。
当
時
失
脚

中
で
あ
っ
た
三
成
は
そ
れ
に
先
立
つ
九
月
一
日
、
刀
を
下
げ
て
扇
を
手
に
持
つ
秀
吉
肖
像
画
を
作
り
、
宗
園
に
讃
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い

る
［
渡
辺
296
頁
］。
他
に
も
宗
園
は
三
成
に
面
壁
達
磨
の
讃
語
と
布
袋
図
の
画
讃
、
石
田
正
澄
に
陶
淵
明
の
図
の
画
讃
、
三
成
家
臣
の
大

音
新
介
に
半
身
達
磨
の
讃
語
を
求
め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
な
お
、
宗
安
寺
現
蔵
の
地
蔵
菩
薩
立
像
（
石
田
地
蔵
）
は
三
成
の
念
持
仏
で
あ
っ
た

と
伝
わ
り
、
瑞
岳
寺
か
ら
称
名
院
を
経
て
同
寺
へ
移
っ
た
も
の
と
さ
れ
る（（（
（

。

　

ま
た
、
三
成
は
高
野
山
に
も
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
経
蔵
を
造
営
し
た
。
文
禄
五
年
正
月
に
火
災
に
あ
う
も
の
の
、
す
ぐ
に
再
建
し
、

慶
長
四
年
三
月
二
十
一
日
付
の
棟
札
に
は
「
為
悲
母
菩
提
也
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
経
蔵
の
中
に
は
朝
鮮
か
ら
持
ち
帰
っ
た
高
麗
版
大
蔵

経
を
収
め
、
奥
書
に
も
「
三
成
為
亡
妣
所
附
也
」
と
の
記
載
が
あ
る
と
い
う
［
渡
辺
307
・
308
頁
］。

兄
・
正
澄　

三
成
の
兄
の
正
澄
は
、
最
初
「
弥
三
」
と
い
い
、
文
禄
二
年
九
月
三
日
に
従
五
位
下
木
工
頭
に
叙
任
さ
れ
た（（（
（

。
し
か
し
、
天

正
十
六
年
四
月
に
は
「
石
田
木
工
頭
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
の
「
弥
三
」
の
終
見
は
天
正
十
五
年
六
月
二
十
五
日
付
の
秀
吉
朱
印

状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
に
私
的
に
「
木
工
頭
」
を
名
乗
り
、
文
禄
二
年
に
正
式
に
任
官
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
最
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